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アイスブレイクとしての自己紹介

• 1966年 うどん県に生まれる

• 1985～1994年 徳島大学在学

• 1994～2004年 佐賀大学で勤務

• 2004年～現在 香川大学で勤務

略歴

• 副学長，情報戦略室室長

• 情報化推進統合拠点 拠点長

• 創造工学部 教授（併任）

• 大学教育基盤センター 副センター長

現在の肩書き
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アイスブレイクとしての自己紹介（続き）

 専門

 教育工学、教育システム学、情報工学、四国学

 趣味など

 柔道(講道館三段)

 阿波踊り(横笛担当) ※引退しましたが・・・

 四国八十八カ所霊場遍路
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本日のアジェンダ

背景・到達目標・前提条件（授業・設備）

電子テキスト型コンテンツの意義

電子テキスト型コンテンツの特徴

今回の対象科目「コンピュータと教育 その１」

学習コンテンツの作成

電子テキスト型コンテンツと課題回答の傾向

まとめ
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背景

コロナ禍に対する対面授業の代替手段として多くの教育機
関でe-Learningが採用された。

アフターコロナの時代も対面授業との併用を前提として、e-
Learningが利活用され続けるだろう。
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E-LEARNINGのメリットとデメリット

対面授業にないe-Learningの特徴を生かすことが肝要。

 時間割や場所に束縛されないので、学生の多様な学びの機会を
増加（オンデマンド型e-Learning ）。

オンデマンド型e-Learningでは動画教材コンテンツの作成や
改修の負荷が高く、実施のハードルになる場合がある。
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電子テキスト型E-LEARNINGコンテンツによる
オンデマンド型E-LEARNING

2018年度より電子テキスト型e-Learningコンテンツを制作
して、それを用いてオンデマンド型e-Learningを運用

この授業実践に基づいて、授業理念、設計、運用、実施に有用
なノウハウなどについて情報共有
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到達目標

 e-Learningの利点、欠点を説明できる。

 オンデマンド型e-Learningの学習コンテンツの種類を説明できる。

 電子テキスト型e-Learningコンテンツの利点と欠点を説明できる。
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想定するオンデマンド型E-LEARNING授業

１クラス100～1500名程度の履修者数

１名の教員で運用

フルオンデマンド型e-Learning

１単位（8コマ）あるいは２単位（15コマ）の講義型科目

全学共通科目（様々な学部・学科・コースの履修者）

昼間クラス（夜間クラスを含む場合もあり）
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参考：
担当授業科目の科目履修確定者数(2018～2025)
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講義名 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

コンピュータと教育
その１

533 739 895 1,035 1,211 1300 1457 1660

コンピュータと教育
その２

221 361 403 553 804 967 914 1183

四国の地域振興
その１

389 388 320 362 537 593

四国の地域振興
その２

278 271 220 245 476 598

情報のいろは 244 262 261 323 313 490 587 693
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E-LEARNING環境（香川大学の場合）

 Moodle（LMS）の利用：香川大学Moodleと大学連携Moodle
 香川大学Moodle：本学の全学共通科目と学部・研究科専門科目が全て登録、香川大学の

学生・教職員が利用

 大学連携Moodle：四国国立５大学（鳴門教育大学、徳島大学、高知大学、愛媛大学、香川
大学）で共同開講されたe-Learning科目（知プラe科目）の履修のために四国国立５大学
の学生が利用

（参考）https://chipla-e.itc.kagawa-u.ac.jp/ 大学連携e-Learning教育支援センター四国

 必携ノートPCの利用（推奨）
 学内ネットワークに接続できる

→学内でMoodleにアクセス

 学外からアクセス→学外でMoodleにアクセス

 学内の教育用PC端末の利用（推奨）

 スマホなどの携帯端末利用（非推奨）
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なぜ、電子テキスト型コンテンツ？

 読めば学習できる（本の延長線）

 小型端末や非力な端末とも相性がよい（学生はスマホを使いたい）

 初期コストをかけずに作成可能（エディタさえあれば良い）

 内容のアップデートが容易（必要な部分だけ改変することが簡単）

 読み上げソフトの併用によるバリアフリー対応（D&I）

 売れる電子ブックの可能性（願望）

 AI技術等と連携してメディアリッチなコンテンツになる可能性
（CGアバタによる読み上げ機能で疑似教師をシミュレート？）
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電子テキスト型コンテンツの特徴

 電子テキスト型コンテンツ

 テキストによる説明を主とするコンテンツ

 １回の講義あたり10,000文字程度の文量

 理解を促すための画像（図や写真）の挿入

 １ページあたり数枚の画像（目安）

 参考情報としてYouTubeなどの動画をリンク

 課題コンテンツ

 毎回の課題ファイル 必須課題（６点）＋追加課題（４点）

 最終課題 ※複数問の作問課題
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今回の対象科目
コンピュータと教育 その１

 全学共通科目：主題科目（１～４年次対象）

 知プラe科目（フルオンデマンド型e-Learning）：第１Q開講

 授業の目的

ICTを利活用する教育環境を単に利用者（学習者）として利用するだけではなく、これま
でにはなかった21世紀型の新しい教育環境の特徴を深く理解するため、本講義で、近年
発展してきたe-Learningなど情報通信技術（ICT）を活用した教育・学習から、コン
ピュータと教育について学習する。

 到達目標
（１）教育・学習方法の概要を説明できる（共通教育スタンダードの「21世紀社会の諸課題に対する探

求能力」に対応）。

（２）（１）を支える情報通信技術を説明できる（共通教育スタンダードの「21世紀社会の諸課題に対す
る探求能力」に対応）。

（３）教育・学習支援システムにどのようなものがあるか概説できる（共通教育スタンダードの「21世紀
社会の諸課題に対する探求能力」に対応）。
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コンピュータと教育 その１
授業計画

第１回目：講義ガイダンス、

  「コンピュータと教育 その１」の講義で何を学ぶか？

第２回目：e-Learningでいかに学ぶか？

第３回目：遠隔講義でいかに学ぶか？

第４回目：ICTを活用した教育・学習支援（１）：

   CAI(Computer Assisted Instruction)概説

第５回目：ICTを活用した教育・学習支援（２）：

   CAIシステムの歴史と新しい教育システム

第６回目：ICTを活用した教育・学習支援（３）：

   知的CAI概説

第７回目：四国におけるe-Learningによる教育連携

第８回目：新しい時代のe-Learning

※上記に加えて最終課題がある。
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電子テキスト型E-LEARNING
コンピュータと教育（コース）
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電子テキスト型E-LEARNING
コンピュータと教育（学習コンテンツ）
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課題コンテンツ

 １週間の学習：１テーマ、複数コンテンツ＋課題コンテンツ

 コンテンツ単位の学習成果の確認

 必須課題と追加課題

 必須課題：コンテンツの内容の理解の確認

 追加課題：調べ学習などコンテンツの内容を超えた内容（解答を強制しない）

 科目全体の学習成果の確認（定期試験的な位置づけ）

 作問課題（複数題：４問、あるいは、５問）

 問題文

 模範解答

 問題の意図

 未提出の場合は、単位は不可（定期試験的な制約条件）

 2023年度からこの要件は削除
18

Learning by posing questions
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毎回の課題
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最終課題
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１週間の流れ（学習と評定）

1. 教員：学習コンテンツの公開

2. 履修者：学習コンテンツによる学習

3. 履修者：課題の解答と課題ファイルの提出

4. 教員：採点とフィードバック

5. 履修者：（必要に応じて）課題の再提出
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学習コンテンツの作成（１回分）
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① 学習教材の分割とブックの設定
 3,000～5,000文字程度

 PowerPoint：10～15スライド程度

 空のブックの作成（２～４個）と初期設定

② ブックへのテキスト入力
 3～5ページ程度

 1ページ：1,000文字程度

 Wordで編集後、Moodleにテキストデータを挿入＋文字装飾など

③ メディアデータの挿入
 必要な画像データや動画データの挿入

④ ブックの内容の推敲・校正
 ページ単位で校正（Wordの校閲機能や外部サービスの利用）

 必要に応じてページの分割・結合

⑤ ブックの最終確認
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① 学習教材の分割とブックの設定
 空のブックの作成初期設定
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① 学習教材の分割とブックの設定
 ブックの初期設定

24

活動完了のマーク

完了マークすることにより、そのブックの
学習が完了したことを履修者に自己申
告させる意図がある
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① 学習教材の分割とブックの設定
 完了マークと課題提出

25

完了マークを全て押すと課
題提出できるように、設定し
ている。
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① 学習教材の分割とブックの設定（１）
 「コンピュータと教育 その1」の場合
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第2回目 e-Learningでいかに学ぶか？

e-Learningとは？ 4,351文字

e-Learningの光と影 5,522文字

多様なe-Learning 2,667文字

第3回目 遠隔講義でいかに学ぶか？

遠隔講義とは？ 3,438文字

遠隔講義の事例：グローバルクラスルームプロジェクト 3,476文字

変わる遠隔講義 3,764文字

第4回目 CAI概説

CAIとは？ 2,704文字

コンピュータ教育における CAI システム 3,025文字

CAIシステムの特徴 4,321文字
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① 学習教材の分割とブックの設定（２）
 「コンピュータと教育 その1」の場合
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第5回目 CAIの歴史と新しい教育システム

CAIシステムの歴史 ～伝統的CAI～ 4,781文字

CAIシステムの歴史 ～伝統的CAIから知的CAIへ 4,766文字

CAIシステムと教育情報システム 3,100文字

第6回 知的CAI概説

知的CAIとは？ 4,623文字

知的CAIのシステム構成（１） 3,960文字

知的CAIのシステム構成（２） 4,710文字

Moodle上では、各ブックのタイトルに文字数を記載

学習者がそのブックの学習にどれくらいかかるか予測し易くする。
※分速400文字で文章を読めると仮定

補足：前のバージョンのコンテンツは倍以上の文字数で構成
授業評価アンケートで「文字が多すぎる」の回答が多数あった（汗）
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② ブックへのテキスト入力
 MOODLEにテキストデータを挿入＋文字装飾
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は章節の表示として利用

Moodleで利用できる文字装飾
機能は貧弱（汗）
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③ メディアデータの挿入
 MOODLEに画像データを挿入
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画像ファイルのドラッグアンドドロップ、
または、画像のコピーアンドペースト
で挿入
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③ メディアデータの挿入
 MOODLEに動画データを挿入
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③ メディアデータの挿入
 YOUTUBEの動画情報の取得
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<iframe width="768" height="512" 
src="https://www.youtube.com/embed/xGV
Ow8gXl6Y" title="Hunt the Wumpus (TI-
99/4A) gameplay footage" frameborder="0" 
allow="accelerometer; autoplay; clipboard-
write; encrypted-media; gyroscope; picture-
in-picture; web-share" 
allowfullscreen></iframe>

1. 動画の上で右クリック
2. 「埋め込みコードをコピー」
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③ メディアデータの挿入
 写真・イラストサイトの利用
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写真AC
https://www.photo-ac.com/

いらすとや
https://www.irasutoya.com/
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③ メディアデータの挿入
 生成AIの利用
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Microsoft 365 Copilot

AI画像ジェネレーターの例
https://yeri.ai/ja
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④ ブックの内容の推敲・校正
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間違った表現が検出されない
ケースもあるので、結果を鵜呑
みにしてはいけない。

https://so-zou.jp/web-app/text/proofreading/
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⑤ ブックの最終確認

35Windows PC iPad
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【参考】コンテンツのオフライン利用
 ブックをPDFとして印刷
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電子テキスト型コンテンツと課題回答の傾向
毎回の課題（再掲）
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課題の提出状況（2022年度：少し古いですが）
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2022年度コンピュータと教育その1締切前提出状況

課題: 第1回目課題：CE1-22-01（受付開始：4月8日

（金）0:00 提出締切：5月9日（月）13:00）

課題: 第2回目課題：CE1-22-02（受付開始：4月8日

（金））0:00 提出締切：5月9日（月）13:00）

課題: 第3回目課題：CE1-22-03（受付開始：4月8日

（金）0:00 提出締切：5月9日（月）13:00）

課題: 第4回目課題：CE1-22-04（受付開始：4月8日

（金）0:00 提出締切：5月9日（月）13:00）

課題: 第5回目課題：CE1-22-05（受付開始：4月8日

（金）0:00 提出締切：5月9日（月）13:00）
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いかに迅速に課題評価するか？

1000名規模のオンデマンド型e-Learning科目において、
提出された課題を１業務日以内に逐次評価してフィードバッ
クを返す！
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ここで泥臭い工夫をしました（まだ、しています）。
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逐次評定には向いているが一括評定には向いておらず、さら
に、キー・マウス操作が多い。
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工夫のあの手この手

 迅速に課題提出状況を把握する。

 課題の内容をチェックしやすくする。

 解答しやすくなるように設定したおかげで同じような解答になった。

 １行の文字数を約50文字として、大まかな文字数の判断を早めた（2025年度）。

 マウス操作をスピードアップする。

 評点・コメント入力をスピードアップする。

 課題提出を平準化する。

 努力はしたけど諦めました（汗）。
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迅速に課題提出状況を把握する（１）
～課題名を工夫する

42

評定者に提出を通知する→YES
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迅速に課題提出状況を把握する（２）
メールの仕分け機能を活用する
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設定した課題コードでメールの仕分け
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マウス操作をスピードアップする
～付箋紙を活用する

44

マウスのクリック位置を付箋紙で強調する
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評点・コメント入力をスピードアップする（１）
～メモ帳を活用する

 典型的なコメントはメモ帳に保存

 メモ帳はクラウド（OneDrive）に保存し
ておいて、複数端末からアクセス可能に
しています。

 必要な時にコピー＆ペースト

 同じ回のコメントの多くは同じ！

 たまにペースト文書をアレンジ

クリップボードの「履歴」機能は、使いこな
せませんでした（汗）
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評点・コメント入力をスピードアップする（２）
～キータイプを減らす

 10点満点＝必須課題6点＋追加課題4点

 多くの学生は10点→10の入力のために2回キータイプが必要

 10点満点＝必須課題6点＋追加課題3点＋優秀課題点1点

 多くの学生は9点→9の入力のために1回キータイプで良い
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評点・コメント入力をスピードアップする（３）
～プログラマブルテンキーを使う

47

 [9]→[Tab] 4回→[Ctrl]+[v]→ [Tab]4
回→[Enter]

 コメントは事前にコピー

「保存して次を表示」ボタン

[9]

[Tab] 4回

[Ctrl]+[v]

[Tab]４回

[Enter]



SPODフォーラム2026

評点・コメント入力をスピードアップする（4）
～メモ帳からのコピーを抑制する

 不適切な課題は再提出を求めるフィード
バックコメント（赤の破線部）を送付

1. メモ帳から該当するコメントをコピー

2. フィードバックコメント欄に貼り付け→送付

3. メモ帳から正しい解答へのフィードバック
コメント（青の破線部）のコピー

 このコピー＆貼り付けの時間を削減する！

 PhraseExpressの利用

48
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評点・コメント入力をスピードアップする（4）
～メモ帳からのコピーを抑制する（つづき）

 USB版PhraseExpressの利用

 USBにアプリを保存して、複数端末で利
用可能（ライセンス的に許可されている）

 無料ソフトではない（試用期間あり）

 Triggerにテキストを指定できる。

 「未回答」の場合、フィードバックコメント欄
で「ｑ１」と入力すると登録されているテキ
ストが置換入力される。
→メモ帳との間の操作が不要

 プログラマブルキーボードとの連携で、柔
軟な入力が可能
※時間があればデモします。

49

https://www.phraseexpress.com/
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電子テキスト型コンテンツと課題回答の傾向
そこにある根本的な問題点

50

正答になる文書がコンテンツの中にある
→コピペ・編集すれば回答のできあがり
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電子テキスト型コンテンツと課題回答の傾向
だめな回答あるある

51※実際の回答を元に典型例として作成したものである。
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電子テキスト型コンテンツと課題回答の傾向
生成AIを利用し始めた学生達

52
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生成AIに対する香川大学の対応（教員向け）

53
授業等における生成系AI（ChatGPT 等）使用に関する留意事項（23.04.25）
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生成AIに対する香川大学の対応（学生向け）

54学生による生成系AI（ChatGPT 等）使用への対応について（依頼）（23.04.25）
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生成AIに対する本科目の対応（学生向け）

55
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最近の課題の解答の傾向

56この解答のおかしさがわかりますか？
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 電子テキスト型コンテンツの特徴

 学習コンテンツの制作

 課題の評価の高速化

 電子テキスト型コンテンツと課題回答の傾向

 生成系AIを使った回答の傾向

 今後の期待される展開
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